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1. はじめに 

枯山水とは、水を一切用いずに山水の風景を模した日本

庭園の様式の 1 つで、平安時代後期に生まれた 1)。また、

日本最古の庭園書である作庭記 2)の冒頭は、庭石の説明で

始まっていることから、庭石は古代から特に重視されてい

た庭園の要素であった。 

また、千葉ら 3)は、日本庭園の自動設計に注目し、コン

ピューターで日本庭園の設計シミュレーションを行った。 

そこで本研究では、庭石とその集合体である石組に着目

し、石組間距離を変化させ任意の庭石を配置することで、

枯山水庭園のデザインを設計するツールの作成を検討す

る。また、ある枯山水庭園の庭石を他の庭園の石組間距離

に基づき配置することで、庭園の印象がどのように変わる

のかを調査する。 

 

2. 研究方法 

本研究では、枯山水庭園の生成に Visual Programming 

Language ソフトウェアである Grasshopper を用いた。そし

て、庭石の材料として、日本庭園史大系 3)に掲載された京

都府の国名勝枯山水庭園 24 ヶ所の平面図の庭石を使用し

た。また、パラメーターとして、庭石数、石組数、石組間

距離（平均・標準偏差）を設定した。図 1 は、本デザイン

ツールのプロセスを表したフローチャートである。図 1 の

A と B において、点のランダムな位置での生成を可能にす

ることで、庭石の配置が多様なものになるよう設定した。

図 2 が、作成した Grasshopper コンポーネントである。な

お、本研究での石組間距離は、宮らの研究を参考に、図 3

のように定義した。 

 

3. 枯山水庭園デザインツールの使用結果 

庭石の数や石組の数、石組間距離を様々な値に設定して、

出力した結果が図 3 である。図 3 より、本デザインツール 

 

図 1：枯山水庭園デザインツールのフロー図 

 

 

図 2：使用した Grasshopper コンポーネント 

 

 

図 3：石組間距離平均・標準偏差の求め方 
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は、庭石の数や石組の数、距離を変えて枯山水のデザイン

を設計できるツールであると言える。 

 

 

庭石数：15，石組数：3 

石組間距離平均：13.08m，標準偏差：3.49m 

 

庭石数：21，石組数：7 

石組間距離平均：7.47m，標準偏差：2.28m 

図 3：本デザインツールで庭石を再配置した例（1/500） 

 

4. 他の庭園の石組間距離に基づき庭石を再配置した結果 

本研究では、ある庭園の庭石を他の庭園の石組間距離に

基づき配置することで、印象がどのように変化するかを調

べた。今回は、大徳寺本坊東庭（図 4）の庭石配置を龍安

寺（図 5）の石組間距離に基づき配置した。その結果、再

配置した庭園（図 6）は、石組が離れて配置され、大徳寺

本坊東庭の庭石は龍安寺庭園の配置に近づいた。 

 

 

（石組間距離平均：4.73m，標準偏差：2.70m） 

図 4：大徳寺本坊東庭（1/500） 

 

 

（石組間距離平均：7.84m，標準偏差：4.32m） 

図 5：龍安寺（1/500） 

 

 

（石組間距離平均：8.25m，標準偏差：4.41m） 

図 6：龍安寺の石組間距離に基づき配置した 

大徳寺本坊東庭（1/500） 

加えて、図 6 を含む庭石を再配置した庭園 a～e と、前

述した 24 カ所の庭園のうち庭園面積が 380 ㎡未満の枯山

水庭園を対象とし、非階層クラスタリング（k-means 法）

を行った。その結果、生成した a～e の庭園は、第一主成分

が大徳寺本坊東庭から龍安寺のものへ近づいた。そのため、

生成した庭園は龍安寺の庭石配置に近づいたことが数値

的にも確かめられた（図 7）。 

 

 

 

 

図 7：非階層クラスタリングの結果 

 

5. まとめ 

本研究では、石組間距離に基づき枯山水庭園の庭石配置

を行うデザインツールを作成した。このデザインツールに

より、多種多様な枯山水のデザインが生成できるようにな

った。ただし、本デザインツールは 2D モデルであるため、

現実味が薄いという短所がある。そのため、本デザインツ

ールを 3D 化することでより現実味のあるモデルを生成で

きると考える。 
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第一主成分 

第
二
主
成
分 

使用データ項目： 

庭園面積，庭石面積合計，

庭石面積平均，庭石面積標

準偏差，庭石率，石組数，

石組間距離平均，石組間距

離標準偏差 

凡例 

1 酬恩庵虎丘 8  弧篷庵書院 

2 真珠庵 9  弧篷庵方丈 

3 大仙院 10  大徳寺本坊東庭 

4 退蔵院 11  妙心寺本坊小方丈 

5 龍安寺 12  霊雲院 

6 聚光院 13  東海庵 

7 桂春院 a~e  生成した庭園 
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